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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
酸 化 物 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有 す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
層 間 絶 縁 膜 上 に 成 膜 防 止 膜 を 形 成 す る 第 １ の 工 程 と 、
前 記 成 膜 防 止 膜 を 貫 通 し て 上 記 層 間 絶 縁 膜 内 に 凹 型 の 孔 を 形 成 す る 第 ２ の 工 程 と 、
有 機 ル テ ニ ウ ム 化 合 物 を 原 料 と し て 用 い た 化 学 的 気 相 成 長 法 に よ り 、

前 記 凹 型 の 孔 の 内 側 側 面 及 び 底 面 上 に 選 択 的 に ル テ ニ ウ ム か ら な る
下 部 電 極 を 形 成 す る 第 ３ の 工 程 と 、

前 記 下 部 電 極 上 及 び 前 記 成 膜 防 止 膜 上 に 渡 っ て 酸 化 物 誘 電 体 膜 を 形 成 す る 第 ４ の 工 程 と 、
前 記 酸 化 物 誘 電 体 膜 上 に 上 部 電 極 を 形 成 す る 第 ５ の 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導
体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
酸 化 物 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有 す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
シ リ コ ン 酸 化 膜 上 に 成 膜 防 止 膜 を 形 成 す る 第 １ の 工 程 と 、
前 記 成 膜 防 止 膜 を 貫 通 し て 前 記 シ リ コ ン 酸 化 膜 内 に 凹 型 の 孔 を 形 成 す る 第 ２ の 工 程 と 、
有 機 ル テ ニ ウ ム 化 合 物 を 原 料 と し て 用 い た 化 学 的 気 相 成 長 法 に よ り

前 記 凹 型 の 孔 の 内 部 に 選 択 的 に ル テ ニ ウ ム か ら な る 下 部
電 極 を 埋 め 込 み 形 成 す る 第 ３ の 工 程 と 、
前 記 成 膜 防 止 膜 及 び 前 記 シ リ コ ン 酸 化 膜 を 除 去 し て 凸 型 の 前 記 下 部 電 極 の 側 面 を 露 出 す る
第 ４ の 工 程 と 、
前 記 下 部 電 極 上 に 酸 化 物 誘 電 体 膜 を 形 成 す る 第 ５ の 工 程 と 、
前 記 酸 化 物 誘 電 体 膜 上 に 上 部 電 極 を 形 成 す る 第 ６ の 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導
体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
酸 化 物 誘 電 体 キ ャ パ シ タ を 有 す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
シ リ コ ン 酸 化 膜 上 に 成 膜 防 止 膜 を 形 成 す る 第 １ の 工 程 と 、

ル テ ニ ウ ム の 成 膜 を 防 止 す る

前 記 成 膜 防 止 膜 が 形
成 さ れ て い な い 部 分 の
キ ャ パ シ タ の

ル テ ニ ウ ム の 成 膜 を 防 止 す る

前 記 成 膜 防 止 膜 が 形 成
さ れ て い な い 部 分 の キ ャ パ シ タ の

ル テ ニ ウ ム の 成 膜 を 防 止 す る



該 成 膜 防 止 膜 を 貫 通 し て 前 記 シ リ コ ン 酸 化 膜 内 に 凹 型 の 孔 を 設 け る 第 ２ の 工 程 と 、
有 機 ル テ ニ ウ ム 化 合 物 を 原 料 と し て 用 い た 化 学 的 気 相 成 長 法 に よ り

該 凹 型 の 孔 の 内 部 に 選 択 的 に ル テ ニ ウ ム か ら な る プ ラ グ を 埋 め 込 み 形
成 す る 第 ３ の 工 程 と 、
前 記 プ ラ グ の 上 面 と 接 触 し た 下 部 電 極 を 形 成 す る 第 ４ の 工 程 と 、
前 記 下 部 電 極 上 に 酸 化 物 誘 電 体 膜 を 形 成 す る 第 ５ の 工 程 と 、
前 記 酸 化 物 誘 電 体 膜 上 に 上 部 電 極 を 形 成 す る 第 ６ の 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導
体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ の 工 程 に お い て 、 成 膜 防 止 膜 と し て Ｔ ｉ ， Ｗ 或 い は Ｔ ａ の 酸 化 物 膜 を 形 成 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ の 工 程 に お い て 、 成 膜 防 止 膜 と し て Ｔ ｉ ， Ｗ ， Ｔ ａ ， Ｔ ｉ Ｎ ， Ｗ Ｎ の 何 れ か か ら
な る 導 電 膜 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 半 導 体 装 置
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ の 工 程 と 前 記 第 ４ の 工 程 の 間 に 、 さ ら に 、 酸 化 雰 囲 気 中 で の 熱 処 理 に よ り 、 前 記
導 電 膜 を 酸 化 す る 第 ６ の 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 ６ の 工 程 を 、 前 記 第 ３ の 工 程 後 、 前 記 第 ４ の 工 程 前 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 ３ の 工 程 と 前 記 第 ４ の 工 程 の 間 に 、 さ ら に 、 前 記 導 電 膜 を 選 択 的 に 除 去 す る 第 ６ の
工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 ３ の 工 程 を 、 酸 化 性 ガ ス を 含 む 雰 囲 気 中 で 行 い 、 前 記 酸 化 性 ガ ス の 濃 度 は ０ ． ０ １
％ 以 上 ７ ０ ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 半 導
体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 ３ の 工 程 を 、 ０ ． １ Ｔ ｏ ｒ ｒ 以 上 １ ０ Ｔ ｏ ｒ ｒ 以 下 の 圧 力 下 で 行 う こ と を 特 微 と す
る 請 求 項 に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 第 ３ の 工 程 を 、 ２ ０ ０ ℃ 以 上 ４ ５ ０ ℃ 以 下 の 形 成 温 度 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
下 部 電 極 と 誘 電 体 膜 と 上 部 電 極 か ら な る キ ャ パ シ タ を 有 す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い
て 、
層 間 絶 縁 膜 中 に 凹 型 の 孔 を 設 け る 第 １ の 工 程 と 、
第 １ の ル テ ニ ウ ム 膜 を 全 面 に 形 成 す る 第 ２ の 工 程 と
、
前 記 凹 型 の 孔 の 内 側 側 面 及 び 底 面 を 除 い た 前 記 層 間 絶 縁 膜 上 の 前 記 第 １ の ル テ ニ ウ ム 膜 を
除 去 す る 第 ３ の 工 程 と 、
有 機 ル テ ニ ウ ム 化 合 物 を 原 料 と し て 用 い た 化 学 的 気 相 成 長 法 に よ り 、 前 記

第 １ の ル テ ニ ウ ム 膜 上 に 選 択 的 に 第 ２ の ル テ ニ ウ ム 膜 を 形 成 し て 前 記 凹 型 の 孔 を
埋 め 込 み 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ル テ ニ ウ ム 膜 か ら な る 下 部 電 極 を
形 成 す る 第 ４ の 工 程 と 、
前 記 層 間 絶 縁 膜 を 除 去 し て 凸 型 の 前 記 下 部 電 極 の 側 面 を 露 出 さ せ る 第 ５ の 工 程 と 、
前 記 下 部 電 極 の 上 面 及 び 側 面 を 覆 う 酸 化 物 誘 電 体 膜 を 形 成 す る 第 ６ の 工 程 と 、
前 記 酸 化 物 誘 電 体 膜 上 に 上 部 電 極 を 形 成 す る 第 ７ の 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導
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前 記 成 膜 防 止 膜 が 形 成
さ れ て い な い 部 分 の

キ ャ パ シ タ の

１ 、 ２ ま た は ３ の い ず れ か

１ ま た は ３ の い ず れ か

５

６

５

１ 、 ２ ま た は ３ の い ず れ か

１ 、 ２ ま た は ３ の い ず れ か

１ 、 ２ ま た は ３ の い ず れ か

前 記 凹 型 の 孔 内 部 お よ び 前 記 絶 縁 膜 の

凹 型 の 孔 内 部 に
残 さ れ た

キ ャ パ シ タ の と な る 部 分



体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
キ ャ パ シ タ を 有 す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
シ リ コ ン 酸 化 膜 内 に 凹 型 の 孔 を 設 け る 第 １ の 工 程 と 、
第 １ の ル テ ニ ウ ム 膜 を 前 記 シ リ コ ン 酸 化 膜 の 上 面 上 及 び 前 記 凹 型 の 孔 の 内 面 上 に 形 成 す る
第 ２ の 工 程 と 、
前 記 シ リ コ ン 酸 化 膜 の 上 面 上 の 前 記 第 １ の ル テ ニ ウ ム 膜 を 除 去 す る 第 ３ の 工 程 と 、
有 機 ル テ ニ ウ ム 化 合 物 を 原 料 と し て 用 い た 化 学 的 気 相 成 長 法 に よ り 、 第 ２ の ル テ ニ ウ ム 膜
を 前 記 第 １ の ル テ ニ ウ ム 膜 上 に 選 択 的 に 形 成 し て 前 記 凹 型 の 孔 を

第 ４ の 工 程 と 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ル テ ニ ウ ム 膜 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 下 部 電 極 を 形 成 す
る 第 ５ の 工 程 と 、
前 記 下 部 電 極 上 に 酸 化 物 誘 電 体 膜 を 形 成 す る 第 ６ の 工 程 と 、
前 記 酸 化 物 誘 電 体 膜 上 に 上 部 電 極 を 形 成 す る 第 ７ の 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導
体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
キ ャ パ シ タ を 有 す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
層 間 絶 縁 膜 中 に 凹 型 の 孔 を 設 け る 第 １ の 工 程 と 、
第 １ の ル テ ニ ウ ム 膜 を 全 面 に 形 成 す る 第 ２ の 工 程 と
、
前 記 凹 型 の 孔 の 内 側 側 面 上 及 び 底 面 上 以 外 の 前 記 第 １ の ル テ ニ ウ ム 膜 を 除 去 す る 第 ３ の 工
程 と 、
化 学 的 気 相 成 長 法 に よ り 、 前 記 第 １ の ル テ ニ ウ ム 膜 上 に 選 択 的 に
第 ２ の ル テ ニ ウ ム 膜 を 堆 積 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ル テ ニ ウ ム 膜 か ら な る 下 部 電
極 を 形 成 す る 第 ４ の 工 程 と 、
前 記 下 部 電 極 上 に 酸 化 物 誘 電 体 膜 を 形 成 す る 第 ５ の 工 程 と 、
前 記 酸 化 物 誘 電 体 膜 上 に 上 部 電 極 を 形 成 す る 第 ６ の 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導
体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 第 ２ の 工 程 を 、 ス パ ッ タ 法 に よ り 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の 何 れ か
に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 第 ２ の 工 程 を 、 有 機 ル テ ニ ウ ム 化 合 物 を 原 料 と し て 用 い た 化 学 的 気 相 成 長 法 に よ り 行
う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の 何 れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 第 ４ の 工 程 を 、 酸 化 性 ガ ス を 含 む 雰 囲 気 中 で 行 い 、 前 記 酸 化 性 ガ ス の 濃 度 を ０ ． ０ １
％ 以 上 ７ ０ ％ 以 下 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 の 何 れ か に 記 載 の 半 導 体 装
置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 第 ４ の 工 程 を 、 ０ ． １ Ｔ ｏ ｒ ｒ 以 上 １ ０ Ｔ ｏ ｒ ｒ 以 下 の 圧 力 下 で 行 う こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 の 何 れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 第 ４ の 工 程 を 、 ２ ０ ０ ℃ 以 上 ４ ５ ０ ℃ 以 下 の 形 成 温 度 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

の 何 れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】

基 板 と 、 前 記 基 板 の 主 面 に 形 成 さ れ た Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 Ｍ Ｏ Ｓ ト
ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 領 域 ま た は ド レ イ ン 領 域 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た プ ラ グ と 、 前 記 プ ラ グ
上 に 設 け ら れ た 層 間 絶 縁 膜 と 、 前 記 層 間 絶 縁 膜

成 膜 防 止 膜 と 、 前 記 凹 型 の 孔 の
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凹 型 の 孔 内 部 に 残 さ れ た
埋 め 込 み ル テ ニ ウ ム の プ ラ グ を 形 成 す る

か ら な る プ ラ グ

前 記 凹 型 の 孔 内 部 お よ び 前 記 絶 縁 膜 の

凹 型 の 孔 内 部 に 残 さ れ た
凹 型 の

１ ２ 乃 至 １ ４
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１ ２ 乃 至 １ ４

１ ２ 乃 至 １ ４
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半 導 体 半 導 体

凹 型 の 孔 を 有 す る の 上 面 に 形 成 さ れ た Ｔ ｉ
， Ｗ ， Ｔ ａ ， Ｔ ｉ Ｎ ， Ｗ Ｎ か ら 選 択 さ れ た 何 れ か の 酸 化 物 か ら な る Ｒ ｕ ， Ｒ ｕ の 酸 化 物 ，
Ｉ ｒ ， Ｉ ｒ の 酸 化 物 あ る い は Ｐ ｔ の 成 膜 を 防 止 す る た め の



内 側 側 面 及 び 底 面 上 に 形 成 さ れ 、 か つ 、 前 記 プ ラ グ と 電 気 的 に 接 続 さ れ た
下 部 電 極 と 、 前 記

下 部 電 極 上 及 び 前 記 成 膜 防 止 膜 上 に 渡 っ て 設 け ら れ た 酸 化 物 誘
電 体 膜 と 、 前 記 酸 化 物 誘 電 体 膜 上 に 設 け ら れ た 上 部 電 極 と を 有 し 、 前 記 下 部 電 極 と 上 部 電
極 と 酸 化 物 誘 電 体 と に よ り キ ャ パ シ タ が 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。

(4) JP 2001-210802 A5 2004.12.16

Ｒ ｕ ， Ｒ ｕ の 酸
化 物 ， Ｉ ｒ ， Ｉ ｒ の 酸 化 物 あ る い は Ｐ ｔ の 何 れ か か ら な る キ ャ パ シ タ 凹
型 の 孔 内 の 層 間 絶 縁 膜 上 の
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